
■大学名：奈良女子大学、同志社大学

■連携企業: (株)ライフビジネスウェザー、応用電機㈱、
日本テレネット(株)

■連携自治体：木津川市

■連携団体：相楽医師会、相楽薬剤師会

■コーディネータ： (公財)関西文化学術研究都市推進機構

2.1 テーマ総括

2.重点テーマ１：けいはんなヘルスケアシステム



けいはんなヘルスケアシステムの基本的考え方

健康増進、疾病の早期発見・予防を行い、健康寿命の延伸・医療費の削減を目指す社会システム
公民館など住民の生活圏にて、気軽に参加できる健康キャラバン（健康度測定イベント）を継続的に実施し、
健康相談にて、対象者に応じて適したアドバイス・啓発（各種健康診断や医療等へ誘導含む）を行う。
また、健康相談では、対象者に適したヘルスケアプログラムを紹介し、対象者は適切な自己健康管理を行なう。
ヘルスケアプログラムやツール・計測機器等は、必要に応じて開発し、本システムの中で実証することができる。
システム構築は、地域保険者（市町村国保）や、医師会・薬剤師会等、医療関連団体との連携のもとに進める。

各種健康診断
・特定検診
・ガン健診 等

健康キャラバン

誘導

誘導

紹介

紹介

データ蓄積

地域包括ケアシステム

・内臓疾患指標
・ＢＭＩ、内蔵脂肪、ＨｂＡ１ｃ等
・動脈硬化、貧血

・筋骨格系指標
・骨密度、筋力、筋肉量等

・脳機能系指標
・ＭＭＳＥテスト等

医療 介護

生活支援・介護予防

• 健康度通知・啓発
• 特定検診へ誘導

• 疾病早期発見による
医療への誘導

• ヘルスケアプログラ
ムの紹介

自己健康管理・計測

• 介護予防プログラム
• 認知症予防プログラム
• 若年層骨密度強化プログラム
• 糖尿病重篤化予防プログラム 他

健康度測定

数ヶ月に１度参加

・自己計測 ・拠点計測

各種ヘルスケアプログラム

健康管理ツール

紹介
誘
導

健康相談

運動
・体操PG
・歩行PG
・ジム

食事
・栄養指導
・サプリ
・機能食品

休息
・睡眠指導
・癒し
・メンタル

科学的
検証

計測器
導入

• 企業参画誘導
• ビジネス
モデル構築

・指導支援
・予知分析

• 新規測定
項目導入

• 測定法改善
• エビデンス

取得
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システム構築活動

けいはんなヘルスケアシステム構築のため京都産業21補助事業を実施した
プロジェクト名：「心とからだの「幸齢社会」に向けた健康寿命延伸環境の構築」
期間： H26.11～H27.10
対象地域：けいはんな学研都市とその周辺市町村（まずは、木津川市から）

■テーマ提案の背景と課題
・高齢者人口の急拡大に伴う医療費、

介護保険給付費の増大
・幸齢社会を支える若年層の健康問題、

体力低下
・地域で健康づくりや介護を支える

「地域包括ケアシステム」を推進する
人材資源の不足

□共同研究開発の具体的内容

①健康キャラバン（健康増進意識啓発の取組）
成果１：木津川市にて４回実施、効果を実証
成果２：木津川市が継続実施（地域実装実現）

②若年層骨密度強化プログラム
（幸齢社会を支える若年層の健康問題改善の取組）

成果１：非侵襲の若年層骨密度計測装置を開発
成果２：計測＆啓発活動について、木津川市立中学校・南陽高校にて来年度実施計画中

③介護予防プログラム＆ボランティア活用（社会システムの持続的運営に向けた取組）
成果１：亀岡市の介護予防活動を木津川市と共に調査し有効性を確認した。
成果２：木津川市が介護予防プログラムの実施を計画中

実証実験を経て社会システム構築を目指す◇実施体制

グループマネージャ
寺崎 肇
（公財）関西文化学術
研究都市推進機構

木津川市役所

奈良女子大学

同志社大学

応用電機㈱

日本テレネット㈱

㈱ライフビジネス
ウエザー

◆活用技術シーズ・知見
★奈良女子大

・健康キャラバン ＆ ＩＣＴシステム“健康みはり”

★同志社大学
・被曝レス、安心・安全な超音波を用いた骨測定評価技術

・若年層の健康問題に関する計測技術・知見
・ボランティア育成と知見の活用

★その他、介護予防に関する知見（京都学園大）など

“幸齢社会の実現”
この地域に住めば健康長寿で幸せになる

目標

活動拠点：けいはんなオープンイノベーションセンター



活動内容 ①健康キャラバン (1)使用した機器

第一回
2014.11.9

第二回
2015.1.25

第三回
2015.6.28

第四回
2015.9.6

場所 木津川市中央体育館 ガーデンモール木津川 ガーデンモール木津川 ガーデンモール木津川

参加者数 110 114 115 105

リピーター数 － 32(28%) 65(57%) 52(50%)

使
用
機
器

①体組成計 ● ● ● ●

②貧血計 ● ● ● ●

③血管年齢計 ● ● ● ●

④ストレス計 ●

⑤骨密度計 ●

⑥HbA1c計 ●(+認知症ﾃｽﾄ) ●(+認知症ﾃｽﾄ)

⑦血液観察 ●

⑧健康みはり（サービス） ● ●

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

参加者数延べ444人、リピーター延べ149人（実質295人）
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2017/6/22

活動内容 ①健康キャラバン (2)医師会・薬剤師会との連携

第３，４回の健康キャラバンにて相楽薬剤師会と連携し、HbA１c測定及び簡易
認知症テストを実施した。
相楽医師会の要請により、医師会市民フォーラムにおいて2回の健康キャラバンを
実施した（2015年3月7日、10月31日）。2016年3月12日にも実施予定。

第３回健康キャラバン

第４回健康キャラバン



活動内容 ①健康キャラバン (3)行動変容への効果

特
定
健
診

関係者を除く289名にアンケートを送付、148名が回答（51％）
１．健康キャラバンへの今後の参加希望に関して

健康キャラバンが今後も実施される場合の参加希望は92％であった。
住民からの継続の期待は大きい。

２．健康キャラバンによる生活の変化（行動変容）に関して
79％の人が何らかの行動変容に繋がった。
20％の人が特定検診を受診するようになった。

• 食生活に気を付けるようになった： 58％、
• 運動をするようになった： 51％、
• 特定健診を受診するようになった： 20％、
• がん検診を受診するようになった： 16％、
• キャラバンの測定結果で医療機関を

受診した： 6％
• 変化なし： 21％

木津川市が
健康キャラバンの一部を
独自実施（11/1, 3/5予定）
来年度も実施を計画中

木津川市での健康キャラバン実施後のアンケート結果から
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2017/6/22

活動内容 ②若年層骨密度強化プログラム (1)概要

背景
骨が減って折れやすくな
る病気（骨粗しょう症）
が増えており、中高生な
ど若年層の骨折の増加が
問題となっている
骨量は女性で18歳、男性
で18～20歳で最大とな
る
10代のうちに骨量を十分
増やしておくことが将来
の骨粗しょう症の予防に
なる

内容
若年層向け骨密度計測装置の開発
若年層骨密度計測とデータベース構築
骨密度強化教室（啓発活動）

小さい骨サイズにも対応した
多重構造センサを開発

若年層用計測システム
試作機開発



活動内容 ②若年層骨密度強化プログラム (2)実施検討

地域の教育委員会および高等学校において骨密度計測＆啓発活動の実施を計画
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活動内容 ③介護予防プログラム＆ボランティア活用

京都学園大学木村みさか先生（元京都府立医科大学）の研究を調査（亀岡市）
ボランティアによる介護予防体操教室（京都地域包括ケア推進機構の介護予防体操に採用）



スケジュール

平成26年度 平成27年度 平成28年度以降

京都産業２１補助事業期間

①健康キャラバン

②若年層骨密度
強化プログラム

11/9

木の津祭

1/25

ｶﾞｰﾃﾞﾝ
ﾓｰﾙ木津川

6/28 9/6

若年層骨密度
計測装置開発

③介護予防プログラム＆
ボランティア活用

介護予防活動調査
ボランティア養成活動調査等 ボランティアの活用

厚労省国保ヘルスアップ事業期間

第１回

ｶﾞｰﾃﾞﾝ
ﾓｰﾙ木津川

ｶﾞｰﾃﾞﾝ
ﾓｰﾙ木津川

第２回 第３回 第４回

地域イノベーション戦略支援プログラム事業期間

11/1

木の津祭

第１回

3/5

加茂

第２回

幸齢社会プロジェクトにて実施

若年層骨密度計測⇒データベース作成

介護予防教室

現在

計測装置を導入

南陽高校にて計測＆啓発活動実施

中学校にて計測＆啓発活動実施

南陽高校にて検討

木津川市
教育委員会にて検討

計画

計画

木津川市にて検討

対象地域の拡大検討

木津川市が独自実施
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■大学名：奈良女子大学 社会連携センター

地域イノベーション推進室

■研究者：小林 毅（教授）

村上路一、森田聖、宮田延昌（コーディネータ）

■連携自治体：明日香村、宇陀市、香芝市、葛城市、木津川市、

下市町、奈良県、奈良市

2.2 健康キャラバンによる医療費の抑制

2.重点テーマ１：けいはんなヘルスケアシステム



サマリー

■健康キャラバンとは

・地方自治体の保健センター、公民館などを会場に、
非侵襲の機器を用いた健康度測定を実施

■着想の背景

・モデル：データヘルスや後発医薬品使用を最初に
取組ながら成人病患者が増加している広島県呉市
は不十分。モデルにすべきは長野県佐久総合病院
の農村医療精神
「地域に出向き診療」、「予防は治療に勝る」

■事業背景

・業界事情：国民医療費は40兆円。年22%の伸び。
・国保医療保険の赤字を一般会計から負担している

地方自治体は48%で負担総額は3,500億円
・先行事業の課題：顧客を地方自治体とした事業例は

少ない

■目指す事業出口概要

・目指す事業の姿：医療費高騰で悩む地方自治体の
ために健康キャラバンを実施し地域住民の健康
リテラシーを高め、医療費を抑制する

・対象ユーザ：地方自治体
・推定市場規模：500億円（国内）
・H28年度はメディノベーション・ラボで試行し、

H29年度からベンチャー化（既に数市が予算化検討）

■事業化に向けた研究開発概要と成果

・研究テーマと概要
①ビジネスモデルの創造
②キー・サービスである健康キャラバンの実証

・取り組んだ研究プロセス
①地域住民の健康リテラシーの向上法
②非侵襲測定装置の有効性の確認と開発協力
③健康キャラバン効果と参加者の健康度追跡方法
④地方自治体、医師会、薬剤師会との協力

・今後の課題
①医療費の伸び抑制効果の実証
②地方自治体への拡販と総合型地域スポーツ

クラブとの協力（文部科学省系）
・成果数字

・述べ参加者数 7500名

・啓蒙活動参加 400名

・リーダー教育 230名

・連携地方自治体数 9

・連携した医師会など 3

・開発協力した企業数 6

・開発協力した大学数 2

・設立ベンチャー数 1

(株)i-Square
・研究者向け補助金検索サイト
・既に大学の理・工・農・医の

研究者3万人が会員
・日本最大級の補助金件数を誇る
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健康キャラバン参照モデル

長野県は平均寿命が長く一人当たり国保医療費が少ないのは地域医療の精神が継続されている。
⇒ 地域住民への健康リテラシー

逆に福岡県と鹿児島県は平均寿命が短く一人当たり医療費が多い。（特定健診受診率も低い）

御社機器の特徴把握・他社比較
・御社の痴呆症老人徘徊感知機器の

特徴・仕様の把握
・他社製品との比較の調査・分析

H22年平均寿命（男性） H23年一人当たり国保
医療費（年齢補正済み）

平均寿命と一人当たり国保医療費 農村医療の精神

現在の佐久総合病院

故若槻俊一佐久総合病院長の教え
・予防は治療に勝る
・医者が地域を巡回
・全村一斉検診、村民に健康手帳
・病院に健康台帳
・地域保健リーダーの育成

参照すべきは長野県の地域医療の精神



特定健診受診率と医療費の関係

メタボの人は医療費が9万円／年高く、特定検診を受診すると30%メタボの人が減る。
特定健診受診率が高い県ほど1人当たり後期高齢者医療費（75歳以上）は安い。

県別の特定健診受診率と一人当たり後期高齢者医療費は逆相関

御社機器の特徴把握・他社比較
・御社の痴呆症老人徘徊感知機器の

特徴・仕様の把握
・他社製品との比較の調査・分析

（出典）「奈良県医療適正化計画」奈良県H25年7月

もし奈良県民の特定健診受診率が50%に達すると
一人当たり後期高齢者医療費は18%下がる可能性

メタボの人は医療費が９万円高く、
特定健診を受診すると30%メタボが減る

特定健診受診者は未受診者の
56%の医療費（入院患者）

大阪府 京都府 奈良県 長野県
特定検診受診率（％） 27 28 24 40
一人当たり後期高齢者医療費（万円/年） 106 98 89 77

特定健診受診の効果 特定健診受診率と一人当たり後期高齢者医療費

平均は検診受診者とみ受診者の年齢を調整したものである
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活動概要

健康キャラバンで健診受診を広報。特定保健指導や糖尿病や乳がんの検診も同時に行う。

市町村に健診受診率向上や特定保健指導率向上の解決策を提供

市町村の健康増進課や教育委員会の協力を受け３年間で7,500名を測定

御社機器の特徴把握・他社比較
・御社の痴呆症老人徘徊感知機器の

特徴・仕様の把握
・他社製品との比較の調査・分析

・年４～１１回 葛城市、香芝市、木津川市
・年２回 明日香村、下市町、奈良女子大学
・年１回 宇陀市、奈良教育大学、龍谷大

市町村や生協は保健師や栄養士を派遣して協力 ・毎回６０～１５０人/日
・特定健診受診広報
・がん検診受診広報
・異常者への受診勧奨
・糖尿病・認知症検査

（木津川市）
・子宮がん、乳がん、

胸部Ｘ線検査
（香芝市）



木津川市での活動結果

食生活や運動改善は50%以上、がん検診受診開始は16%, 受診勧奨による医療機関受診も6%.

79%の方が何らかの行動変容に繋がり、20%の方が特定健診の受診を開始。

木津川市での4回の健康キャラバン参加者のアンケート結果

御社機器の特徴把握・他社比較
・御社の痴呆症老人徘徊感知機器の

特徴・仕様の把握
・他社製品との比較の調査・分析

出典：関西文化学術研究都市推進機構
ヘルスケア事業推進室
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医療費抑制効果

50歳くらいの成人病未病の時から健康キャラバンで食生活・運動習慣改善の
習慣づけを行い成人病未病期間（成人病未病寿命）を伸ばし医療費をさらに抑制

医療費抑制額は日本全体で2,000～6,000億円/年
国民健康保険の一般会計からの補填、3,500億円を半減～ゼロにすることが可能

健康キャラバンによる医療費抑制のメカニズム

特定健診受診率向上以外の効果
・後発医薬品使用率向上
・がん検診受診率向上
・異常者受診勧奨
・痩せは筋力増強を
・食生活・運動習慣改善と継続
・孫・子のため健康寿命向上を
・自分の身体状況の認識

成人病未病寿命
を伸ばす

小中学生による祖父・祖母の健康観察（スマートフォン利用）



まとめと今後の展開予定

地域に健康キャラバンを実装することで医療費の伸びを抑制できる。

健康キャラバンで医療費は抑制できる

背景と目的

解決の手段

・手段：医療費や介護費を抑制するには後発医薬品の使用など既に疾患患者の医療費を
抑制するよりだけでなく、非侵襲計測装置を使った健康キャラバンで自分の健康状態を
確認させ、未病の間に健診受診率向上や食生活改善や運動習慣を付ける。

・実施方法：下記の協業により健康キャラバンを市町村の公民館などで、年2回以上実施し、
地域住民の健康リテラシーを育て食生活改善や運動習慣を継続する意欲保持させる。

１．市町村の厚生労働省関係の健康増進課、保健医療課、保健センター
地域包括支援センターの協業。

２．地域の医師会および薬剤師会の協力。
３. 文部科学省系の総合型地域スポーツクラブ（運動習慣）や農林水産省系のJA（食生活改善）

などの協力。
４．今後の展開：この成果を民間企業に引継ぎ、主に奈良県と京都府で継続実施。

既に予算確保頂いている市町村もある。

・背景：我が国の国民医療費は40兆円を超え、なお、毎年2%以上の率で増加している。
このうち国の12%以上を負担している市町村の内、48%の市町村は国民健康保険
だけでは賄いきれず、一般会計から総額3500億円以上を負担している。

・目的：地域住民の健康リテラシーを上げ、市町村の医療費の伸びを抑制する方法論を
確立する。
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■大学名：奈良女子大学

■研究者：前特任准教授

現奈良県立医科大学 教授 梅田 智広
■連携企業：企業名： ㈱ライフビジネスウェザー、

凸版印刷㈱、㈱CQ-Sネット、ユニオンツール㈱、
㈱ソシオネクスト

2.3 健康みはりとレーダーセンサ
～ ICTで健康を守る～

2.重点テーマ１：けいはんなヘルスケアシステム



サマリー

Rレーダーセンサ

注：レーダーセンサに名称変更
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健康みはりとそのMBTコンソーシアム

注１：MBTとは奈良県立医科大学が推進しているMedicine Based Townのことです。
注２：パナソニックシステムLSI事業部に替ってパナソニックと富士通が合併した㈱ソシオネクストが参加しています。



健康みはりとレーダーバイタルセンサーの今後の展開
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■大学名：同志社大学

■研究者：渡辺好章（教授 参画責任者）

松川真美（教授 招聘責任者）

眞野 功（招聘研究者）

■連携企業：応用電機㈱

2.4 超音波を用いた骨質評価装置

2.重点テーマ１：けいはんなヘルスケアシステム



①「皮質骨厚」「海綿骨弾性定数」
の薬事を取得した世界初の
超音波骨診断システムの事業化。

②ジュニア世代向システムを開発し、
中学生・高校生のデータベースを
作成。成人用のデータベースと
統合することにより、全世代対応
の骨計測システムを目指す。

・超音波2波方式骨計測システム
（LD-100）は薬事取得済み（H21/11）。

・「皮質骨」は生活習慣病による骨強度低下の評価部位と
して研究者の注目を集めているが、計測機器が存在しな
い（高精細CTで可能だが高価かつ被曝の問題有）。

・超音波法で新薬の効果を高頻度に計測するニーズに対応
（被曝レス）

・LD-100は「皮質骨厚」を計測するが、現状認可は「骨
密度」のみ

サマリー

■研究テーマ概要
超音波2波（高速波・低速波）を利用して「骨密度」のみで
なく、「皮質骨厚」「海綿骨弾性定数」を計測。これらのパ
ラメータのエビデンスを収集し薬事認可を目指す。
若年層にも対応したシステムを開発する。
■研究成果
①腎機能低下を伴う2型糖尿病患者にて「皮質骨厚」は脊椎

骨折有無の独立関連因子であった（H26）。

閉経後女性1105名のコホート調査において「海綿骨骨密
度」は肥満群が有意に高いが、「皮質骨厚」は肥満群が有
意に低かった（新しい知見）（H26）。

LD-100の「橈骨厚」「皮質骨厚」はX線CTの画像より
求めた値とほぼ一致（H27）。

②ジュニア層対応センサを開発。

ヒトに近いブタ骨にて、開発センサで超音波2波が計測可
能であることを確認（H27）。

試作機にて中学生・高校生計測（約130名）（H27）。

■論文・知的財産他
・論文発表：32件（うち英文29件）
・学会発表：102件（うち海外32件）
・特許出願：3件

LD-100

目指す事業概要

事業背景

事業実現に向けた研究課題と成果
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臨床試験結果 皮質骨厚

LD-100の「橈骨厚（皮質骨外径）」はX線
pQCTの画像より求めた値とほぼ一致して
いる

LD-100の「皮質骨厚」はX線pQCTの画像
より求めた値と高い相関がある

LD-100は「橈骨厚」「皮質骨厚」の評価に利用可能

海綿骨

皮質骨
橈骨

皮質骨厚

橈骨厚

I. Mano, et al., J Med Ultrasonics, DOI:10.1007/s10396‐015‐0617‐5 (2015)



cortical
bone

ジュニア用センサ

皮質骨と海綿骨がつながった状態の試料
において、海綿骨のみの場合と同様に2波
（高速波と低速波）が確認できた。ジュニア
用センサにおいても2波が確認できた。

これらの基礎データを利用し、若年層用センサと
成人用センサの換算方法を検討する

図1 ブタ尺骨試料
(a) 皮質骨除去前
(b) 皮質骨除去後.

I. Mano, et al., J. J. Appl. Phys., Vol. 54, No. 7S1, pp. 07HF02 (2015).

図2 成人用センサ(φ20)での
透過波形
(a) 皮質骨除去前
(b) 皮質骨除去後.

図3 ジュニア用センサ(φ10)
での透過波形
(a) 皮質骨除去前
(b) 皮質骨除去後.

図4 µCT断面画像
(a) 皮質骨除去前
(b) 皮質骨除去後.

cancellous
bone

cancellous
bone
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■大学名：同志社大学

■研究者：渡辺好章（教授 参画責任者）

松川真美（教授 招聘責任者）

眞野 功（招聘研究者）

■連携企業：㈱プロアシスト

2.5 圧電センサーを用いた
簡易型動脈硬化スクリーニング装置

2.重点テーマ１：けいはんなヘルスケアシステム



サマリー

ハンディ圧電センサを用いた
頸動脈脈波計測から脳血管の
硬化を簡易的に評価する
在宅健康評価装置の開発

・市販の医療用超音波診断装置は正確に血管評価可能。し
かし大型で在宅測定は不可。局所的測定用途のため動脈
全体の評価には不向。

・市販の医療用PWV、CAVI、AIは血管の平均硬さが可能。
しかし操作性と価格から在宅測定は困難。

・安価な市販の圧電センサで、簡便、小型のパーソナル脳
血管硬さモニタリングシステムが実現できれば、在宅測
定で動脈硬化症の早期発見が可能に。医療機関での脳動
脈硬化症診断への適用の可能性も有。

■研究テーマ概要
圧電超音波センサで頸動脈の脈波を計測し（変位センサと
して使用）、市販の超音波診断装置より算出した入射波を
減算する事により、「反射波」（脳血管の硬さ情報を多く
含む）を抽出する。

■研究成果
・年齢と「反射波振幅」に高い相関。

・市販のCAVI値と「反射波振幅」に高い相関。

・脈拍が変動する場合の「反射波」算出法考案（H25）。

・「反射波振幅」は総頚動脈（分岐上流）でも脳に近い内
頸動脈（分岐下流）でも同等であった（H26）。
→測定しやすい総頸動脈でＯＫ

・健康キャラバンに参加し、未取得だった高齢者波形を収
集（約60例）（H26,27）

・国立循環器病研究センター脳神経内科にて脳動脈硬化を
モニターできるか検証を開始（H27）。

■論文・知的財産他
・論文発表： 4件（うち英文4件）
・学会発表： 14件（うち海外7件）
・特許出願： 1件

圧電ｾﾝｻ
（約200円）

目指す事業概要

事業背景

事業実現に向けた研究課題と成果
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反射波振幅による評価
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0.59

反射波 は，血管の硬さを大きく反映
後退波は前進波より長い距離を伝搬している

入射波＋

前進波（圧力）

後退波（圧力）

反射点

心臓

血管床

反射波

Pump

分岐から
150 mm

B

C

測定点

反射点

頸動脈で測定した反射波は，
脳内からの反射波を含む．

脈波＝

Y. Yamamoto, et al, Japanese Journal of Applied Physics, Vol. 50, pp. 07HF12-1-07HF12-4,2011.
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(B) Female in her 60s(A) Female in her 20s
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0.580.26

200 ms

年齢が上がるにつれて，反射波の最大振幅値が大きくなる．
M. Saito, et al, Japanese Journal of  Applied Physics, Vol. 48, pp.07GJ09, 2009.

200 ms

(C) Male in his 80s
健康ｷｬﾗﾊﾞﾝでの高齢者ﾃﾞｰﾀ



市販医療機器（CAVI）と反射波振幅の比較
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男女差、年齢、血圧に関係なくCAVIに相関
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